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性周期l乙伴う深部体温の変化を調べるために 4 匹のラットを用い，環境温24 0C ， 12時間明期， 12時間暗
期の光条件のもとで， 4 時間毎lζ12日間直腸温 (Tre) を測定した。性周期の各段階は 1 日に 2 回腫上皮
細胞を観察して判定した。 Treは暗期である午前 2 時と 6 時で発情期が発情前期より 0.5 0C有意に高かっ
た。そ乙で高体温期を発情期の 2 時から 6 時，低体温期を発情前期の 2 時から 6 時とし， 10匹のラットを
用いてそれぞれの時間帯にトレッドミノレ走を行なわせた。実験開始前 2 週間にトレッドミノレ走行に慣らす
ため，週 2 日走行訓練を行なった。実験は環境温24 0C，相対湿度50-60%~L設定した人工気象室内に設置
したトレッドミノレで、行ない， Tre ，尾皮膚温 (Ttail) , 酸素摂取量および炭酸ガス排出量を連続的に記
録した。走行速度は 5m/min ， 12.5m/min の 2 種類とした。全試行終了後，速度漸増法lとより最大酸
素摂取量を測定した。その値の平均は，高体温期で 67.6 土 3.0ml/min/kg (n =10) ，低体温期で67β
土 2.5ml/min/kg Cn=10) であり，性周期による差はなかった。その後，さらに安静時の尾血管反応を





後Tre は上昇を始め，ある潜時で寸tai 1 の上昇，すなわち尾血管拡張が起乙り，同時に Treは少し下降し
た後定常状態を示した。 Tai 1 の上昇が起乙る潜時は低体温期の方が長かった。 Tail の上昇開始時およ
び運動終了時のTreは高体温期と低体温期で差がなく，運動強度が強い方が高い値を示した。酸素摂取量
は両運動強度とも運動開始後 5 -10分において低体温期の方が有意に高かった。環境位8"Cでの安静時，
Ttai 1 の上昇開始時のTreは高体温期が低体温期よりも 0.5 0C有意に高かった。
以上のように，ラットトレッドミノレ運動時には安静時にみられた性周期に伴う尾血管拡張開始時の深部
体温の差はみられず，また運動終了時の深部体温にも性周期による差はなかった。そして，この運動中の
尾血管拡張開始時および運動終了時の深部体温は運動強度が強いほど高い値を示した。
〔総括)
ラットの性周期における高体温期と低体温期にトレッドミル走を行なわせ，運動時の体温調節反応に及
ぼす性周期の影響を検討した。運動中尾血管拡張開始時および運動終了時の深部体温は高体温期と低体温
期で同じである。また，乙れらの深部体温は運動強度に影響され，運動強度が強いほど高くなる乙とが示
唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は運動時の体温上昇に対する性周期の影響を検討するため，雌ラットを用いて'性周期に伴う高体
温期と低体温期にトレッドミル走を行なわせ，体温調節反応を調べた論文である。
環境温24 0Cでは運動時の体温上昇程度は尾血管拡張の起こる時期によって定まる。乙の尾血管拡張開始
時の深部体温は，運動強度が強い程高くなるが，高体温期と低体温期では差がない。しかしながら安静時
には尾血管拡張開始時の深部体温は高体温期の方が高かった。この研究は性周期に伴う体温変動と運動時
の体温上昇機構の解明に大きく貢献しうるものと考えられ，学位授与に値する研究である。
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